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E]あきらさんの学級では,ふりこの運動の学習をすることになりました｡次の問いに答

えましょう｡

(1)最初にふりこが10往復する時間を,先生と一緒に調べ

ました(図1)｡すると下の表のような結果になりました｡

このふりこが1往復する時間を次の手順で求めましょう｡

①3回調べた結果の1往復する時間を,それぞれ求める｡

②求めたそれぞれの結果の小数第二位を切り捨て,その

平均を求める｡

<結果>

1回目 �(��m｢�3回目 兌ﾘｼ��

図1のふりこが10 往復した時間(秒) ��B�2�14.5 ��B�"�/ 

図1のふりこが1往 復した時間(秒) ��紊2� �� 

【図1 】

(2)次に,図1のふりこよりも,ふりこが1往復する時間を短くするにはどうしたら

よいかを考えることになりました｡あきらさんは,おもりの重さを重くすれば, 1

往復する時間は短くなると予想し,実験することにしました｡ (　)に言葉をい

れて分かったことをまとめましょう｡

<あきらさんの実験ノート>

課烏おもりの重さを重くすれば,ふりこが1往復する時間が短くなるかo 

予想おもりが重いと時間が短くなると思うo 劔劔鉄�7｣s����

美浜方法 

調べる条件おもりの重さ 劔劔兀�*�.ｨ,ﾘ,�2�3��ｲ�*ｘ,ﾈ�+2����r�

そろえる条件ふりこの長さ,ふれはば 

結果 分かつ 剪�1回目 �(��m｢�3回目 兌ﾘｼ�� 

図2のふりこが1往 復した時間(秒) ��紕�1.4 ��絣�1.4 

【図2】 たこと 

わたしの予想とはちがい,おもりの重さを(), 劔劔 

ふりこが1往復する時間は()○ 



(3)あきらさんは,次にふりこの長さに着目しました｡ふりこの長さを短くすれば,

ふりこが1往復する時間は短くなると予想し,実験することにしました(図3)0

<あきらさんの実験ノート>を参考にして,あきらさんになったっもりで下の実験

ノートを完成させましょう｡

<実卓ノート>

課題 剪�劔 

予想 剪�劔 

実験 結果 分か 剪�劔 

調べる条件 そろえる条件 �� � ��

ll1回目l2回目l3回目l平均l 

l孟宗芸;往復した1.3ll.21.2ll.2l 

たことsT-ここ誘敵加jr 

ふりこの長さ 35cm 萱かれはぱ｣ 30○ おもりの重さ 50g 【図3】 

(4)あきらさんの家にあるふりこ時計の時こくは,おくれがちです｡そ

こでおくれないようにふりこの部分を調節することにしました｡どう

やって調節するのか説明しましょう｡



E]たけ子さんの学級では,図1のように,畑に植えた-チマの花で花粉のはたらきを調
べる実験をした結果,受粉した-チマのめばなのもとの部分が実や種子になりました 

図1その結果- 

!草野Q~`LL地o 偃r�

≡.憲雲三豊gbT芸__;,";r'iH諾諾芸禁ぱなH"農芸芸笠日_,5,3_芸芸_㌢"T三__f_-｣ 

その結果- 

軒C,匪タo♂ 鶴十 

rb笠違憲還らず.ELs琵三崇芸ん竺】 

今度は,アサガオの花を使って花粉のはたらきを調べる実験をします｡
(1)図2の中から,花粉をつける場合とつけない場合の手順を選んで実験方法を組み立て,
手順2,3,4に記号を書きましょう〔また.約10日後の結果も書きましょうn 
図2㊦⑦⑳㊤㊥㊥ 

軍手手早奪う 
匿矧盃giti'和孝きき;imf攣?,襲ftT"IF_日豪打竪竺j 

(訊約10日後の結果 

荏)約10日後の結果 

(2)アサガオの実験の中で,明日さくつぼみのおしべをすべてとったり,つぼみにふくろ

lをかぶせたりするのは'どうしてですか胤ましょう∩　　一一一1

(3)このアサガオの実験結果からどんなことが分かりますか｡次の5つの言葉をすべて
使って,説明しましょう｡　　　　　　　　　ちゆうとう

'しべ　めしべ　　　　　　　　　※'豆　とい'壬　ま　わ≠い

(4)たけ子さんは,班の人から, ｢畑では, -チマの花は多くさいているのに,実がほと
んどできていない｡どうしたら実がたくさんできるかな?｣とたずねられました｡

墓室送呈三急設蒐院を甘喜E%kTffて岩(S<沼塩屋† ､詣完を



級 儁H��kﾂ�

[司｢魚のたんじょう｣と｢人のたんじょう｣の学習を終えたあきらさんは, Fループの友達と,
｢養分｣について話し合ったことを下のような2つの表にまとめ,発表しようとしています｡

表1　<メダカとヒトのたんじょうのちがい>

受精してから,たん �+ﾘ/�+h.h*Hﾎ8,ﾉwｹZ｢�

じようするまでの養分 

メ ダ カ 冉��回 

ヒ ト �&2�冒 

表2　<動物の生まれ方のちがい>

Aグループ �(4�8ｸ�ｸ7b�

ニワトリ �486ｲ�

カエル �6ﾈ5"�

サケ �4X5H4ﾒ�

(1)あきらさん,はるかさん,なっきさん,たかしさんの意見は,それぞれ表1の回～E]の

ままりますどこに当てはまりますか⊃記号で答えましょう○当てはまらない場合 劍,ﾒﾈ��/���*ｸ-ﾈ+X.X*H�ｲ�

あきらさん �,ﾘ.�*�+8/��なつきさん �+ﾘ*�+X+8/��

たまごの中の養 �霾ｹ��*ｨ晴+X+��しばらくの間, �+ﾘ*(髦,ﾒﾂﾘ+ｸ,ﾂ�

分で育つんだね○ 剋ｩ分のおなかにあ �*�/�,ｨ+X,Bﾉ^ｩ�ﾂ�

つ変化して,成長し �.冽ｹZｨ,X支,(,H*"�から直接養分を取 

ていたねo �+ﾘ.h�ｲ�り入れているよ○ 

えと

(2)あきらさんたちは,今年の干支であるウマのたんじょうについて,上の表1, 2を参考にし

て説明しようとしています｡

①　ウマは,上の表2のAとB,どちらのグループに入りますか)書きましょう｡

②　①のように考えた理由を, ｢～と同じように｣または, ｢～とちがって｣を用いて説明しま

しよう○ただし,表2の動物名と｢養分｣という言葉を必ず用います○ 

①(グルーフり 辻�②(理由) 

ウマは, 

ここは先生用ですので,記入しないでください｡

1-①1 ��ﾘt�ﾂ�1-③l ��ﾔ���1-⑤l ��ﾘtVﾂ�1-⑦l ��ﾘtvﾃ"ﾘt��

2-④ �"ﾘtB�2-@ �"ﾘtb�3二~① �2ﾘt��3-③ �2ﾘt2�3-⑤ �2ﾘtR�
l �� �� �� �� ��


